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─咬座印象─

Case 01 基準となる咬合平面は下顎咬合平面、
咬合平面の角度の変更は上顎咬合平面と証明してくれた症例

Case 02 旧義歯人工歯部と製作した咬合床（仮床）を連結して義歯製作を行い、
顎位が整った症例 

Case 03 旧義歯の人工歯部と床を連結して義歯製作を行い、顎位を整えた症例 
Case 04 連結人工歯を使用して咬合採得を行った症例
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詳しい情報は
こちら

歯突起…。なぜ第二頸椎には、口腔
でもないのに“歯突起”という名称の
突起があるのでしょうか。宣孝先生
は、「咬合平面は第二頸椎歯突起に
向かい、第二頸椎歯突起が生理的下
顎運動の中心点となる（書籍抜粋）」
としています。グゼーの理想咬合や
U字型歯列弓における咬合平面の
設定など、生理的下顎位をポイントと
した総義歯学を、組織学的形態学を
基盤とする病理学的観点で紐解き
ます。総義歯臨床に活かせる内容が
満載なこの1冊、必見です。

宣孝先生を師匠と敬愛する前畑 香

病理学的な側面から総義歯の基本的な形の存在と、独自の咬合の考え方
を確立して取り組んでこられた渡辺宣孝先生の総義歯臨床の集大成。
有歯顎用トレーを用い、アルギン酸塩印象材による2回法印象によって
連合印象採得を完成させる概形印象採得法など、その総義歯製作の
ステップは多くの臨床家とはだいぶ異なる。しかし、総義歯には“基本的な
形”があり、完成した総義歯は相似形となるため、イノベーションの概念で
読み進めていただきたいとの思いが込められている。ぜひ、総義歯づくり
の座右の書としてご活用いただきたい。

推薦のことば


